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愛知県から岐阜県南東部には，中部中新統の陸成層である土岐口陶土層が分布する (赤嶺, 1954;中山・陶土団体研究グ
ループ, 1989)．本層は主に亜炭層を伴うシルト・粘土層から構成され，世界的にも品位の高いカオリン質粘土資源を産
することで知られる (藤井, 1967)．このことから，粘土鉱物組成や母岩構成などに着目して，粘土資源の出現要因や粘土
化時期の検討がなされてきた (例えば Fujii, 1968;種村, 1964など)．しかし，堆積物中に記録される粘土鉱物組成は，母
岩構成の他に浸食・運搬・沈積過程における特定粒子の分別作用や堆積後の化学風化などによる影響を受ける．土岐口
陶土層中には，過去の地表面において形成される古土壌が保存されており，古風化の影響の特定に期待ができる．そこ
で今回，土岐口陶土層の砕屑物において，粘土鉱物組成と化学組成，堆積相，古土壌の発達度との関連性について検討を
行った．
調査対象として，岐阜県土岐市と多治見市の陶土採掘地帯において，約 5 km圏内に位置する 3つの鉱山に分布する土

岐口陶土層を選定し，現地調査において堆積相解析と古土壌記載を行った．検討鉱山では，15～30 mの土岐口陶土層が
露出する．粘土鉱物分析は，2μm以下の粒子について，EG処理，段階加熱処理，HCl処理，KCl処理を行い，信州大
学理学部設置の XRDを使用して粘土鉱物の同定を行った．化学分析については新潟大学理学部設置の ICPMSと信州大
学理学部設置の XRFを使用した．
堆積相解析の結果，3つの鉱山に分布する土岐口陶土層は，泥基質亜炭層や淘汰の良い粘土層に特徴づけられ，沼沢地

と湖の卓越した堆積盆地で堆積していたことが想定される．さらに，全鉱山において，それぞれ約 20枚の古地表面と古
土壌層が認識できる．これら古土壌層は，最大 50 cm程の厚さで発達し，比較的明瞭な古土壌層位 (A 層，B層，C層)
を示し，長さ 150 cm以上の根化石を産する．鏡下では，土壌化による溶脱と集積を示す集積粘土や土壌団粒構造が顕著
に発達する．
各鉱山の土岐口陶土層を構成する粘土鉱物組成は，全層準でほとんど一貫しており，カオリナイトが卓越し，続いて

膨潤性粘土鉱物，イライト，緑泥石から構成される．これらは，古土壌層位との明瞭な関係性を示さず，粒度との強い
相関を示す．
砕屑物の化学組成から母岩を検討すると，層準毎に母岩組成の違いが認められる．多くの層準の砕屑物のコンドライト

規格化 REEパターンは，Eu負異常を示す．これより，これらの層準の砕屑物は，主に珪長質な母岩に由来すると考えら
れる．一方，一部の層準の砕屑物の REEパターンは，Eu負異常が不鮮明で，LREEの傾きが小さく∑

REEが高い．こ
の層準では，粘土鉱物組成として，膨潤性粘土鉱物/カオリナイトの比が大きくまた緑泥石を産する．したがって，この
層準の砕屑物は，主に安山岩や玄武岩といった苦鉄質な母岩に由来すると考えられる．このような母岩組成の多様性や粒
度の違いは，層厚や土層分化の程度などから導きだされる古土壌の発達度との関係性を示さない．また，CIA値 (Nesbitt
and Young, 1982, 1984)を用いた後背地における化学風化度の検討からは，土岐口陶土層の砕屑物のCIA値に多様性があ
るものの，粘土・シルト試料において 88～95と総じて高い値を示すことが判明した．古土壌層位内の化学風化度の比較
検討では，多くの古土壌層で，地下土壌層準 (B層，C層)よりも表層土壌層準 (O層，A 層)において高い化学風化度を
示す．
以上の検討より，土岐口陶土層の母岩組成は層準によって多様性をもつこと，古土壌層位の発達度はこれら母岩組成

との関連性をもたないこと，粘土鉱物組成が組成比において母岩組成の違いを反映しているものの一貫してカオリナイ
ト主体であること，化学風化度が全層準で高いこと，堆積後にも現地性風化が進行していたことが認識できた．このこ
とは，土岐口陶土層において，異なる母岩をもつ堆積物であっても，後背地風化と現地性風化の著しい進行を示すと考
えられる．
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